
様式６ 

会 議 録 

会議の名称 桶川市立桶川西中学校 第５回学校運営協議会 

開催日時 令和６年２月２８日（水） 

（開会）１３：３０     （閉会）１５：３０ 

開催場所 桶川西中学校 図書室 

出席者氏名（委

員） 

土館由実、礒田輝昭、砂川邦夫、岸敏雄、遠藤絵美 

竹花功、閑野千鶴 

欠席者氏名（委

員） 

長島進、百瀬勉、奈良太、 

傍聴者  ０ 名 

議題 （１）学校評価結果報告について 

（２）令和６年度学校経営方針について 

（３）令和６年度学校運営協議会としての取組について 

 

協 

 

議 

 

等 

 

要 

 

旨 

協議結果 意見の概要 

○学校評価結果報告について 

・「令和５年度学校評価結果報告書」の各領域の

「学校運営協議会における評価」について教頭

が説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いただいた意見を評価に反映させて、教育委員

会に報告する。 

 

〇学校だよりの電子化による地域配付の中止につ

いて 

・令和６年度から、学校だよりの地域配付を取り

やめ、ホームページによる閲覧に切り替える予

定。 

・理由は、ペーパーレス化によるコスト削減と、

印刷・仕分け・配達作業での教員の負担軽減だ

が、委員の意見を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・礒田氏 

「生徒指導・教育相談」の評価につい

て、いじめ防止の取組として、生徒会

が主体となって行う「ココロの木」

や、無言清掃は、効果的な取組として

評価したい。また、いじめを見落とさ

ないために、子供の小さな変化を見逃

さない目を育成するような研修を行う

とよいと思う。 

「教職員の資質向上」の評価につい

て、教職員事故防止のための研修会を

昨年度のようにボトムアップによる研

修を継続するとよいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・砂川氏 

コスト削減や負担軽減が理由ならば仕

方がないとは思うが、配付を止めるこ

とで地域の学校への関心が薄れ、学校

と地域が離れてしまうのが心配であ

る。 

→県からは、ペーパーレスを推進する

ように言われており、ホームページ

化している学校もある。ホームペー

ジ化することで、学校だよりでは得

られない情報を知ることができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

・４月からではなく、１０月から電子化とし、半

年間は移行期間として、ホームページに切り替

えることを伝えていく。 

 

〇令和６年度学校経営方針について 

「令和６年度学校経営方針」について校長が説

明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・礒田氏 

必要なところには、紙ベースを配付し

た方が、信頼にはつながると思う。 

・砂川氏 

紙がよいか、電子化がよいかアンケー

トを取ったとしても、恐らく紙でない

と困る人は少ないと思うが、一定の配

慮も必要ではないか。 

 

 

 

 

 

・砂川氏 

校長が思うとおりに進めていって良い

と思う。前年を踏襲するかどうかも含

めてそう思うので、敢えて「前年踏

襲」を言わなくても良いと思う。「多様

性を受け入れる」「自分にとっての当た

り前を認める」ことに力を入れてほし

い。 

・土館氏 

いじめについて、いじめている方はい

じめているつもりはない。人によって

力や感じ方が違うということを丁寧に

教えていってほしい。人による違いに

ついて気軽に言える環境を作ってほし

い。 

・礒田氏 

「人権教育」について、職員が「生徒

の変化に気付く目」を校長としてどう

磨いていくのか。 

→生徒への接し方をよく観察して指導

していく。 

「安全教育」について、様々な状況を

想定した訓練を、校長としてどうとら

えていくのか。 

→教室にいるとは限らない、休み時間

などに訓練を設定するようにする。 

「ショート訓練」や「不審者対応訓

練」もぜひやっていってほしい。 

「働き方改革」について、職員に計画

的に年休を取得させるために、校長と

してどうするのか。 

→具体的な手立てはまだない。 

例えば、年間取得目標を決めさせて、

適宜声を掛けるのも良い。 

・土館氏 

「学校行事の精選」について、何か考

えはあるのか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・委員から頂いた意見を踏まえて、令和６年度の

学校経営を進めていく。 

 

 

 

→西中祭と２年鎌倉校外学習はやめる

方向で考えている。鎌倉校外学習

は、修学旅行班行動の練習の意味合

いがあったが、修学旅行の班行動が

タクシーとなったため、その意味合

いが薄れている。また、西中タイム

も内容によってリモート開催にする

など、手間や負担を抑えるようにし

ている。 

・砂川氏 

音楽会などでの、仲間と協力して成し

遂げる経験は貴重であるので、そうい

う行事は残してほしい。 

・礒田氏 

教師目線だけでなく、子供目線で考え

てほしい。子供が活躍する場を大切に

してほしい。 

配付資料 （１）次第 

（２）第４回会議録 

（３）令和５年度学校評価結果報告報告書 

（４）令和６年度学校経営方針（案） 

 


